
09 2013.5建設業界 08建設業界 2013.5

６次産業
への道

玉川大学構内に建設された植物工場「サイテック
ファーム」の内部。密閉されたクリーンルーム内
で赤、青、緑のLEDのみを光源として栽培してい
る。温度、湿度、風量からトレイの運搬まで全て
自動制御されている。（写真：中原一隆）

世界の総人口は2050年には約92億人に達するという
推計がある。この数字を養うには、食料生産量を
2000年比で1.55倍に引き上げなければならない。

「植物工場」は逼迫する食糧問題の解決策の切り札と
なる可能性を秘めている。（出典：国連人口推計）

世界の人口推計

第 2 回

文：槌田波留基

新鮮で美味しい野菜を食べたい時に食べる。
この当たり前の欲求をより高次元で満たすため、農業のカタチが変わろうとしている。
 「工場」で生産された瑞 し々いレタス、セロリが新たなコンセプトのもと食卓を飾る。

 「6次産業」という言葉が聞かれるようになって久しい。
農林漁業を担う1次産業と製造、加工（2次産業）や、卸し、小売りサービス（3次産業）が
垣根を越えて結びつくことによる、農林漁業の活性化、新たな付加価値の創造を提唱した造語だ。
科学や生物工学のみならず、土木、建築、エンジニアリングから商業、流通といった
あらゆるフィールドを横断するインダストリーミックスともいえる現象が起きている。
その代表的ビジネスモデル「植物工場」の最前線を訪ねた。
そこは「美味しい野菜を供給する」というテーマをさえ軽やかに超越する
イノベーターたちの熱意と活気に満ちていた。
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植物工場Q&A

植物工場で栽培されたリーフレタス。その
瑞々しさは露地栽培に勝るとも劣らない。生
育環境を制御することによって食味、栄養価
といった性質も作り変えることができる。完
璧な清浄度を保つ屋室内で栽培、計画的かつ
安定的に供給できるのが植物工場の強みだ。

土壌を必要とせず、チッソ、リン、カリウムなどの栄養分
を配合した液体肥料で育てます。太陽光やLEDを光源と
して、野菜の育成に必要な光合成を促します。この液体肥
料や光の照射を制御することにより、野菜の品質や生産量
を調整できるようになりました。

どうやって
野菜を育てているの？Q
養分は液体肥料から。
光の量も最適な状態に
コントロール。

A

リーフレタスやセロリなど葉物野菜が主力商品です。こう
した野菜は既にスーパーの食品売り場やコンビニに登場。
ファストフード店でも食材として活用されています。トマ
トやイチゴ、化粧品や漢方薬の原料となる植物の栽培も研
究が進められています。

どんな野菜を
作っているの？Q
レタスを中心に生産中。
イチゴやハーブ類も。A

一見、普通の野菜と変わりませんが、生育環境をコントロ
ールして野菜の性質を向上させることができます。液肥の
成分やLEDなど光源の種類や照射量を制御し、ビタミンや
抗酸化力を高めたり、甘みや苦みなどの食味や食感などに
変化を持たせることが可能です。

普通の野菜と
何が違うの？Q
変わらない美味しさ。
栄養価はアップ！A

植物工場植物工場

販売

マーケティング

教育

観光

耕作

エネルギー
建設

研究開発

製造

物流

医療福祉

エンジニアリング

農工

商
3次産業

1次産業2次産業

屋内で生育環境を制御しながら野菜を生産する施設のこと。
一般的に水耕栽培にて行われる。1次産業である農業が、野
菜の商品化、マーケティング、販売といった2、3次産業を
取り込み、6次産業の創出に挑むスキームとして注目を集
めています。

植物工場って
そもそも何？Q
農・工・商が連携する
6次産業の
代表的モデルです。

A

写真：特記以外は中原一隆

植物工場は完全人工光型と太陽光利用型に大別されますが、
それぞれに植物工学や化学、さらに建設、空調、電気、IT
などあらゆる分野の最新技術が導入されています。現在は
農村部での建設が主流ですが、将来的には都市部での展開
も期待されています。

植物工場って
どうやってつくるの？Q
各分野の最先端技術を
総動員して建設。A

写真：西山芳一

L E D S U N
L I G H T
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扉
を
開
け
る
と
ガ
ラ
ス
越
し
に
赤
、

青
、
緑
の
光
に
包
ま
れ
た
レ
タ
ス
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
玉
川
大
学
に
建

設
さ
れ
た
L
E
D
農
園
「
サ
イ
テ
ッ
ク

フ
ァ
ー
ム
」。
同
大
と
西
松
建
設
㈱
が
、

産
学
連
携
事
業
と
し
て
展
開
す
る
次
世

代
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
だ
。

　

L
E
D
を
光
源
と
し
て
光
合
成
を

促
し
、
空
調
、
光
量
な
ど
が
自
動
制
御

さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
で
リ
ー
フ

レ
タ
ス
を
育
て
て
い
る
。
定
植
か
ら
収

穫
ま
で
わ
ず
か
一
五
日
間
。
今
年
二
月

か
ら
大
手
ス
ー
パ
ー O
dakyu OX

（
小

田
急
商
事
㈱
）
に
向
け
一
日
約
六
〇
〇

株
の
生
産
を
開
始
し
た
。

　

サ
イ
テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
の
萩
谷
代
表

取
締
役
に
聞
い
た
。「
西
松
建
設
は
病

院
や
医
薬
品
工
場
な
ど
、
温
度
や
湿
度
、

微
粒
子
数
な
ど
を
高
度
に
制
御
す
る
技

術
が
必
要
な
施
設
を
数
多
く
手
が
け
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
建
物
の
屋
上
緑
化

や
土
木
工
事
に
お
け
る
緑
化
の
実
積
も

豊
富
で
す
。
こ
う
し
た
建
設
技
術
を
結

集
し
ま
し
た
」。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
玉

川
大
学
の
L
E
D
や
植
物
に
関
わ
る

研
究
実
積
と
融
合
し
、
こ
の
サ
イ
テ
ッ

ク
フ
ァ
ー
ム
に
結
実
し
た
と
話
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
農
業
に
関
し
て
は
全

く
の
素
人
。
水
耕
栽
培
や
L
E
D
に
関

す
る
知
見
を
深
め
る
た
め
丸
二
年
を
費

や
し
た
。「
そ
れ
で
も
、
農
業
や
植
物
に

関
連
す
る
技
術
的
な
知
識
だ
け
で
は
売

れ
る
野
菜
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
消
費
者

ニ
ー
ズ
、
売
り
場
の
声
を
的
確
に
把
握

し
生
産
ラ
イ
ン
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。

問
題
点
の
改
善
に
取
組
み
、
野
菜
の
魅

力
を
高
め
る
。
そ
う
し
た
サ
イ
ク
ル
が

工
場
野
菜
の
普
及
に
繋
が
る
ん
で
す
」。

消
費
者
の
要
望
に
応
え
る
た
め
「
野
菜

の
高
機
能
化
」
も
大
き
な
テ
ー
マ
に
な

る
と
い
う
。
レ
タ
ス
以
外
の
品
目
の
開

拓
、
多
品
種
化
も
そ
の
一
つ
だ
。「
例
え

ば
、
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含
ん
だ
サ
プ
リ

メ
ン
ト
の
よ
う
な
野
菜
を
つ
く
っ
て
健

康
食
品
売
り
場
で
販
売
す
る
な
ど
、
目

先
を
変
え
た
発
想
に
基
づ
く
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
研
究
開
発
に
渡
邊
教
授
と
力

を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

発
売
か
ら
二
カ
月
足
ら
ず
、
消
費
者

か
ら
は
大
好
評
。大
学
近
く
のO

dakyu 
O
X

に
足
を
運
ぶ
と
、
曜
日
限
定
の
販

売
で
、
毎
回
昼
頃
に
は
完
売
し
て
し
ま

う
と
聞
い
た
。
こ
れ
を
受
け
来
年
は
規

模
を
拡
大
し
、
一
日
三
、九
〇
〇
株
の

生
産
体
制
を
整
備
す
る
。

株式会社サイテックファーム
代表取締役

萩谷宏三
西松建設の100％出資により
設立されたサイテックファー
ムを率いる。建設のノウハウ
を最大限に活かした次世代型
農業で社会貢献を目指す。

玉川大学　
農学部生命化学科 教授

渡邉博之
消費者のニーズにフィットす
る野菜をLEDの力でつくり
分ける。植物工場では安定生
産による収益の向上と企業経
営的発想が重要。

 「サイテックファーム＝Sci Tech Farm」のネーミングはScience（科学）、Technology（技術）、Farm（農場）の掛け合わせによって生まれた。種まき、
育苗、栽培、収穫、パッケージまで全工程がこの施設内で完結する。

渡邉教授が開発したダイレクト冷却式ハイパワーLEDの特徴

LEDの特徴である単色光照射を利用し、
各々の照射波長を適切にコントロールす
ることにより、野菜の持つ栄養価を向上
させることに成功。 

栄養価をコントロール
LEDランプの出力は、従来型の約10倍。
チップの耐久性は、ハイパワー連続照射
という条件で10年以上使用しても必要
な光量を維持する性能を確保。 

LEDの耐久性を大幅アップ

野菜の色合いなどの見栄え、甘さや香り
などの風味、歯ごたえや柔らかさなどの
食感についても変化させることができ、
1年を通して安定生産することが可能。

風味、食感をコントロール
光変換効率の高いLEDチップを使用。
チップからの光の取り出し効率を向上し
て、照明電力費を従来の45％削減する
ことに成功。

照明電力費を半減

写真：中原一隆

野菜の「魅力」を
つくりこむ

完全人工光型植物工場
 「Sci Tech Farm」

L E D
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強
調
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
う
ち
の

子
ど
も
も
野
菜
の
苦
み
を
嫌
が
り
ま
す

が
、
こ
の
野
菜
は
平
気
な
顔
で
食
べ
ま

す
よ
」
と
語
る
。
実
際
に
食
べ
て
み
る
。

赤
色
L
E
D
の
み
で
栽
培
し
た
レ
タ
ス

と
、
赤
色
と
緑
色
両
方
を
照
射
し
た
レ

タ
ス
は
色
合
い
も
、
食
味
も
明
ら
か
に

異
な
る
。
赤
色
の
み
の
方
が
甘
み
を
感

じ
る
の
だ
。
し
か
し
見
た
目
の
瑞
々
し

さ
と
美
味
し
さ
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

　

渡
邊
教
授
は
、
植
物
工
場
を
い
か
に

収
益
を
生
み
出
す
「
産
業
基
盤
」
と
す

る
か
に
も
言
及
す
る
。
新
し
い
農
業
の

カ
タ
チ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
施
策
に
学
ぶ

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
語
る
。
狭
隘
な
国

土
の
オ
ラ
ン
ダ
だ
か
ら
こ
そ
野
菜
栽
培

の
技
術
開
発
が
急
速
に
進
歩
し
た
。
い

ま
や
施
設
園
芸
大
国
と
し
て
世
界
的
に

名
を
馳
せ
て
い
る
。
農
産
物
の
輸
出
額

は
米
国
に
次
い
で
第
二
位
だ
と
い
う
。

「
小
さ
く
な
い
資
本
を
必
要
と
す
る
植

物
工
場
は
『
農
家
』
な
ど
個
人
規
模
で

の
運
営
が
困
難
で
す
。
起
業
に
は
、
大

企
業
と
の
連
携
や
、
経
営
的
な
技
術
と

視
点
が
求
め
ら
れ
る
。
国
策
と
し
て
の

農
業
戦
略
も
不
可
欠
で
す
」
と
、
植
物

工
場
の
未
来
を
正
眼
を
持
っ
て
見
据
え

て
い
る
。

　

サ
イ
テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
の
も
う
一
人

の
生
み
の
親
、
玉
川
大
学
の
渡
邊
教
授

は
植
物
生
理
学
の
専
門
家
だ
。
約
二
〇

年
前
、
化
学
メ
ー
カ
ー
に
在
籍
し
て
い

た
当
時
、
視
察
で
訪
れ
た
N
A
S
A
で
、

宇
宙
空
間
に
お
け
る
L
E
D
を
活
用
し

た
植
物
栽
培
の
研
究
と
出
会
う
。「
光

源
の
違
い
に
よ
り
特
殊
な
生
理
反
応
を

見
せ
る
植
物
を
見
て
、
こ
の
特
性
を
上

手
く
使
お
う
」
と
考
え
た
。
化
学
を
業

と
す
る
会
社
に
は
L
E
D
の
研
究
者

も
多
く
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と

は
難
し
く
は
な
か
っ
た
。
今
で
こ
そ
照

明
器
具
と
し
て
一
般
的
な
L
E
D
だ

が
、
当
時
は
開
発
の
途
上
に
あ
り
、
可

能
性
を
秘
め
た
分
野
と
し
て
盛
ん
に
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

会
社
を
退
職
し
た
後
、
二
〇
〇
三
年

か
ら
玉
川
大
学
で
本
格
的
な
研
究
に
着

手
。
L
E
D
チ
ッ
プ
を
ア
ル
ミ
製
の
基

盤
に
接
着
す
る
こ
と
に
よ
り
強
力
に
冷

却
、
光
源
と
し
て
の
耐
久
性
向
上
と
コ

ス
ト
削
減
を
両
立
す
る
新
た
な
技
術
開

発
に
も
成
功
し
た
。

　
「
野
菜
の
苦
み
や
え
ぐ
み
は
『
外
敵

に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
』
に
進
化
し
た

結
果
で
す
。
L
E
D
農
園
で
は
光
の
色

を
変
え
て
、
苦
み
を
抑
え
た
り
甘
み
を

昨年12月、サイテックファームに隣接して「新食堂“KEYAKI”」がオープンした。落ち着いた雰囲気、洗練されたデザインはまさにレストラン、か
つての「学食」のイメージは無い。ランチタイムは276の席がいつも満員。玉川大学の新たなシンボルだ。

KEYAKIでは、サイテックファームで生産さ
れたレタスがサラダコーナーで提供されてい
る。収穫されたばかりの野菜をその場で味わ
うことができる。これほど理想的で贅沢な地
産地消も他には無いだろう。

写真：中原一隆

・ 高付加価値な
 野菜販売

・ LED栽培システム
 の販売
・ 生産技術サポート
・ 栽培技術者の派遣
・ 高付加価値な
 野菜生産情報の提供

・ 開発された
 生産技術の提供
・ LED栽培システムの改善
・ 農業技術者の育成

・ 生産情報の
 フィードバック
・ 新たな付加価値をもつ
 野菜のシーズ・ニーズ情報

・ 新たな付加価値
 をもつ
 野菜開発情報
・ 市場ニーズによる
 インセンティブ

・ 消費者ニーズ

西松建設消費者 事業者 玉川大学

事業化による「LED農園」の
普及サイクル

鮮度バツグン！！
とれたて野菜を
その場で味わえる贅沢
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岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
ボ
ウ
ル
を
伏

せ
た
よ
う
な
八
棟
の
ド
ー
ム
が
出
現
し

た
の
は
昨
年
七
月
。
東
日
本
大
震
災
の

津
波
の
直
撃
を
受
け
た
土
地
一
・
八
㌶

に
建
設
さ
れ
た
直
径
約
三
〇
㍍
の
エ
ア

ド
ー
ム
型
植
物
工
場
「
グ
ラ
ン
パ
フ
ァ

ー
ム
陸
前
高
田
」
だ
。
内
部
の
円
形
水

槽
に
浮
か
ぶ
扇
型
育
苗
用
パ
ネ
ル
に
、

瑞
々
し
い
レ
タ
ス
が
整
然
と
並
び
出
荷

の
時
を
待
っ
て
い
る
。

　

ド
ー
ム
の
中
央
で
定
植
さ
れ
た
苗
は
、

成
育
す
る
に
つ
れ
自
動
的
に
外
周
部
に

広
が
っ
て
い
く
。
ド
ー
ム
は
太
陽
光
を

ほ
ぼ
一
〇
〇
％
透
過
す
る
特
殊
な
フ
ィ

ル
ム
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
自
然
光
を
存

分
に
浴
び
た
新
鮮
な
レ
タ
ス
を
天
候
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
定
的
に
育
て

る
こ
と
が
可
能
だ
。
約
三
〇
日
間
で
収

穫
、
一
棟
当
た
り
日
産
四
五
〇
株
を
地

元
ス
ー
パ
ー
や
大
手
流
通
グ
ル
ー
プ
に

供
給
し
て
い
る
。

　

運
営
す
る
㈱
グ
ラ
ン
パ
の
阿
部
隆
昭

社
長
は
こ
う
語
る
。「
日
本
の
農
業
は

高
齢
化
や
就
業
人
口
の
減
少
、
異
常
気

象
な
ど
に
直
面
し
非
常
に
過
酷
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
食
の
安
全
へ
の
ニ
ー
ズ

も
高
ま
っ
て
い
る
。
植
物
工
場
は
野
菜

生
産
を
効
率
化
、
省
力
化
す
る
こ
と
で

計
画
生
産
が
可
能
で
す
。
そ
こ
に
雇
用

も
生
ま
れ
る
。
誰
も
が
参
画
で
き
る
農

業
な
ん
で
す
」。
人
材
育
成
を
目
的
と

す
る
各
種
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
整
備
し
た
。

施
設
で
は
地
元
の
被
災
者
約
二
〇
名
が

働
く
。
そ
の
表
情
に
は
明
る
さ
が
満
ち

て
い
た
。

　

課
題
は
コ
ス
ト
だ
。「
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
と
起
業
す
る
人
は

二
の
足
を
踏
む
。
電
気
代
、
燃
料
費
な

ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
も
必
須
。

そ
の
た
め
に
は
農
業
界
だ
け
で
は
な
く

食
品
、
流
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
建
設
な

ど
あ
ら
ゆ
る
業
界
が
強
力
に
連
携
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
阿
部
社
長
は
語
る
。

　

都
市
部
で
の
展
開
、
就
労
を
通
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
。
阿
部
社
長
の
話

は
尽
き
な
い
。
新
し
い
農
業
が
産
業
構

造
、
社
会
の
あ
り
方
を
変
え
る
、
そ
ん

な
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

株式会社グランパ 代表取締役社長

阿部隆昭

東日本大地震で被災した陸前高田市で
復旧した農地は3％程度。津波による
塩害に対する土壌改良が大きな足かせ
になっている。エアドームは土壌の復
旧を必要とせず、低コストで早期の稼
動が可能。県内初の「岩手県産業再生
特区」に指定され、この地の農業再生
に取り組んでいる。（写真：西山芳一）

わずか11日間で設置可能!
設備のユニット化によりドームは2週間足らずで設置することができる。鋼材は基礎部のみに用いられ、ドームは内部から加圧、
ロープによりフィルムを押さえて自立する。ドーム型球場と同じ構造だ。（提供：㈱グランパ）

小型移動式クレーン使用 フレーム施工完了 フィルム取り付け中 施工完了

誰もが参画できる
農業を

太陽光利用型植物工場
 「グランパファーム陸前高田」

S U N
L I G H T
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グ
ラ
ン
パ
フ
ァ
ー
ム
陸
前
高
田
の
建

設
を
手
が
け
た
の
は
飛
島
建
設
㈱
。
グ

ラ
ン
パ
が
運
営
す
る
他
の
エ
ア
ド
ー
ム

に
お
い
て
も
数
々
の
実
績
を
残
し
て
き

た
。
こ
こ
陸
前
高
田
で
も
随
所
に
建
築
、

土
木
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
た
。

　

断
熱
性
に
優
れ
た
二
重
散
乱
光
フ
ィ

ル
ム
に
よ
り
ド
ー
ム
内
全
体
に
太
陽
光

を
均
一
に
照
射
で
き
る
。
夏
場
は
、
自

動
開
閉
す
る
上
部
の
換
気
口
か
ら
熱
気

を
排
出
、
ミ
ス
ト
冷
房
で
ド
ー
ム
内
の

温
度
を
制
御
す
る
。
空
調
に
加
え
水
槽

の
水
温
、
肥
料
濃
度
な
ど
も
生
育
状
況

に
あ
わ
せ
調
整
可
能
だ
。
こ
れ
ら
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
自
動
制
御
す
る
こ

と
に
よ
り
省
力
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
松
原
部
長
は
、
エ
ア
ド
ー
ム

に
つ
い
て
決
し
て
複
雑
な
構
造
物
で
は

な
い
が
、
と
前
置
き
し
つ
つ
こ
う
語
る
。

「
設
置
場
所
の
気
象
条
件
や
地
形
に
対

す
る
適
応
性
向
上
、
施
工
の
シ
ス
テ
ム

化
、
自
動
制
御
の
高
度
化
な
ど
、
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
向
け
た
研
究
改
善
の

余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
」。

　

農
業
事
業
者
と
建
設
企
業
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
だ
。
着
実
に
進
化
を
と
げ
る
植

物
工
場
に
注
目
が
集
ま
る
。

円形型エアドームのコンセプトは阿部社長
が熟考の末立案した。この画期的な発想に
飛島建設が共感、両者の熱意がグランパフ
ァームを創った。（写真：西山芳一）

飛島建設株式会社 建設事業本部
エンジニアリング事業推進部 部長

松原利之

エンジニアリング
コントラクターとして
ゼネコンは建設現場においてコー
ディネーターとしての役割を求め
られます。予算、工程の管理、行
政への許認可手続きから地域との
連携まであらゆるステークホール
ダーとの調整業務です。建設業を
通じて培ってきたこうしたノウハ
ウは植物工場事業の展開にも大き
な力となります。リスクを恐れず、
ドームの販売、野菜の販路の拡大、
人材の育成までトータルで担う。
そのためには懐を深く、他業種と
の協働をより深化させていくこと
が今後の課題です。

自動制御換気システム 中央で定植

二重散乱光
フィルム

コンピューター
制御盤

約30日で成長 自動で外
周へ移動

自動回転

成長に合わせて
外周へ移動

中央で定植

外周で収穫
外周で収穫

内側で植えた苗を成長に合わせ、円形水槽が回転し外
側の広いスペースに送り出していく「スペーシングシ
ステム」。定植ポッドを改良し、より安定したスペー
シングを可能とした。
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を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
や
価
値
観
は
変
わ
る
。
そ
こ

に
希
望
を
見
い
だ
す
人
材
も
増
え
て
く

る
こ
と
だ
ろ
う
。
大
学
の
研
究
施
設
で

若
者
た
ち
が
真
摯
に
農
業
の
未
来
を
見

据
え
て
い
た
。
そ
こ
に
は
次
世
代
の
農

業
人
を
育
て
よ
う
と
す
る
指
導
者
の
情

熱
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

科
学
者
が
経
営
的
視
点
の
重
要
性
を

語
り
、
事
業
家
が
新
た
な
社
会
、
産
業

構
造
の
構
築
を
目
指
す
。
建
設
会
社
は

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
足
を
運
び
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
澄
ま
し
て
い
た
。

す
べ
て
は
、
事
業
と
し
て
の
植
物
工
場

を
本
格
稼
動
に
乗
せ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

裾
野
を
広
げ
る
た
め
の
取
組
み
だ
。
未

来
の
農
業
を
創
造
す
る
、
そ
の
ス
テ
ー

ジ
で
従
来
の
業
態
、
使
命
感
を
超
え
た

果
敢
な
挑
戦
が
続
く
。

　

地
球
の
人
口
が
七
〇
億
人
を
超
え
た
。

地
球
上
の
耕
作
可
能
な
土
地
も
限
界
に

近
づ
い
て
い
る
と
い
う
。
人
口
の
爆
発

的
増
加
が
食
糧
危
機
に
拍
車
を
か
け
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
植
物
工
場
は

こ
の
世
界
的
な
食
糧
問
題
に
対
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
得
る
」
と
い
う

グ
ラ
ン
パ
フ
ァ
ー
ム
の
阿
部
社
長
の
力

強
い
言
葉
が
印
象
に
残
る
。

　
「
食
糧
安
全
保
障
」
と
い
う
言
葉
も

あ
る
。
植
物
工
場
の
ハ
ー
ド
と
、
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
の
ソ
フ
ト
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
糧
を
確
保
し

よ
う
と
す
る
世
界
諸
国
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
。
そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
も
想
定
で
き
る
。
日
本
は

そ
の
国
の
風
土
、
環
境
、
気
候
に
合
わ

せ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

技
術
力
も
有
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
植
物
工
場
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実

現
へ
と
導
く
要
と
な
る
の
が
「
人
」
だ
。

グ
ラ
ン
パ
の
各
種
研
修
が
人
気
を
集
め

て
い
る
。
玉
川
大
学
は
サ
イ
テ
ッ
ク
フ

ァ
ー
ム
に
お
け
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
正
規

の
講
義
に
指
定
し
た
。
い
ず
れ
も
優
れ

た
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
取
組
み

で
あ
る
。

　

工
場
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
が
市
民
権

玉川大学の植物工場研究施設では多くの
学生達が、植物生理やLEDについて実
験、研究に取り組んでいる。斬新な発想
から全く新しい技術が生まれるかもしれ
ない。（写真：中原一隆）

野菜を育てる、
人を育てる

右上／グランパでは植物工場ビジネスへの参入や就労を希望する人を対象として、植物工場の生産体験や研修を行っている。（提供：㈱グランパ） 
右下／ドームハウスの外周部でリーフレタスの苗が育てられている。左／スペーシングシステムの外周部で行われる収穫作業。自動で外周部に野
菜が到達するため、通常のハウス栽培に比べて作業に要する移動距離も少なく済む。

写真：特記以外は西山芳一


